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①第三者評価機関名

②施設・事業所情報

名称：

代表者氏名： 60  (64 ) 名

所在地：

TEL：

　職員数 常勤職員： 14 名 11 名

　専門職員 保育士 16 名 1 名

看護師 0 名 4 名

用務員 0 名

　施設・設備
　の概要

居室数： 設備等：

③理念・基本方針

栄養士

調理員

非常勤職員：

保育室6室、調理室、
事務室、園庭、シャワー室

＜保育理念＞
子ども一人ひとりのありのままを大切に、子どもの力を信じ、心身共に健やかに育てる。

＜保育方針＞
・自分を大切にし他人を大切にする気持ちを育てる。
・子どもの興味関心を大切にして五感を働かせて好奇心を育てる。
・個々の発達段階を見極め、適切な援助を行い、保護者との連携を密にして子どもの成長を共に喜び
合える関係をつくる

＜保育目標＞
元気な子、優しい子、自分で考えて行動できる子

種別：

　経営法人・設置主体（法人名等）：

　開設年月日

ホームページ：

245-0014

https://shiraume.info/shirau
me/

園長 田口　光恵

神奈川県横浜市泉区中田南5-6-20

社会福祉法人　白梅福祉会

1973年4月1日

045-802-3648

定員（利用人数）：

第三者評価結果報告書

株式会社　学研データサービス

駐輪場

【施設・事業所の概要】

白梅保育園 認可保育園
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④施設・事業所の特徴的な取組

⑤第三者評価の受審状況

1 回 （ 2017 年度）

⑥総評

◇特長や今後期待される点

◆働きやすい職場環境を整備し職員の意欲向上と組織力向上につなげています
　園は、ワークライフバランスに配慮した働きやすい職場環境づくりに努めており、安定した定着率を継続さ
せています。園長は、職員との日常的な会話や個人面談を通して家庭の様子や仕事に対する思いなどを把握し
一人ひとりの状況に応じた働き方ができるよう配慮しています。係の分担などは、それぞれが得意なことを保
育の実践に生かせるよう配置して、力が発揮できる環境を整えながら、意欲向上につなげています。また、ICT
化を積極的に導入し、記録類や計画の作成のほか、保護者との連絡帳アプリでのやり取りやお便り、お知らせ
の作成、活動の様子の写真配信などを効果的に行い、保護者との信頼関係を深めながら組織力向上につなげて
います。

　園は、横浜市営地下鉄ブルーライン「踊場駅」から、徒歩で11分ほどの閑静な住宅街の中にあり
ます。
　法人は、当園に法人本部を設置し、当園を含め4園の認可保育所を運営しており、より良い保育を
行うために良い環境や園舎設備を整備することに加え、人間的に視野が広く、かつバランスの取れた
職員を育て、質の向上を図ることが 保育園の大きな使命であると捉え、取り組みを進めています。
地域とのつながりも大切にして自治会館の活動拠点となる場所を提供するなど、自治会と連携した取
り組みも行っています。また、園長が近隣の小学校の学校運営協議会委員として各機関と協働してい
るほか、事務長が自治会の広報部長や地域防災拠点運営委員を担うなど、地域に貢献できるよう積極
的に取り組んでいます。
　当園では、「保育園は第二の家」というコンセプトのもと、家庭的な保育を行っています。園舎は
ひのき造りの温かみのある平屋建てで、ワンフロアの利点を生かして、異年齢でいっしょに過ごす機
会を多く持ち、年上の子どもが年下の子どもにルールのある遊びを教えながらいっしょに遊んだり、
着替えを手伝ってあげたりしながら互いに育ち合う関係性を作り出しています。
　園庭では、ボール遊びや登り棒、滑り台などで遊んだり、プランターで野菜の栽培を行ったり、桜
の木の下でおやつを食べるなど、子どもたちは、四季の移り変わりを感じながら、園生活を楽しんで
います。

　園長は、子ども一人ひとりの気持ちを尊重し、常に子どもの声に耳を傾け、ていねいなかかわりを持ちなが
ら、保育にあたることを折に触れて職員に伝えています。職員は、日々の保育実践の振り返りを行う中で、職
員自身が気持ちにゆとりを持って子どもと向き合えているかなどを確認し合っているほか、生活や遊びのさま
ざまな場面で、子どもが主体的に取り組む姿や自由な発想で遊びを広げていく様子など、互いの気づきを伝え
合ったりしています。退勤前には、そうした振り返りの内容を園長に報告し、アドバイスを受けるなどもして
います。職員間での振り返りや伝え合いを通して、園の理念に対する共通理解を深めながら、保育を実践して
います。

◆理念の実現を目ざして、子ども一人ひとりを尊重した保育を実践しています

（契約日）～

2023年3月14日 （評価結果確定日）

　評価実施期間 2022年7月27日

　受審回数（前回の受審時期）
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

⑧第三者評価結果

　　別紙２のとおり

　今回は、1回目の受審を踏まえて取り組んできたことを全職員であらためて改めて見直す良い機会
となりました。評価員の方には、良いところをたくさん評価していただき、ありがとうございます。
今回アドバイスをいただきましたところは、職員で共有し今後につなげていきます。
　「子どもにとってよりよい環境」は、「職員が働きやすい環境」であり、子どもたちの健やかな成
長につながるということを再認識し、今後とも「よりよい環境づくり」に力を入れていきたいと思い
ます。
　保護者の皆様には、お忙しいところアンケートのご協力いただきましてありがとうございました。
本園の「子ども一人ひとりのありのままを大切に、子どもの力を信じ、心身共に健やかに育てる」
という理念に基づき、保護者の方と連携を密にしながら地域に根差した保育園となるよう努めて参り
たいと思います。


